
6) 付加するならば,本州最北端の青森地方にニホンザ

ルが残存し得た理由の一端は,この地区におけるマタ

ギ活動が,玲羊･旅に集中し,しかもその時期が近世

末になってはじまったことと関連するらしい｡

霊長叛の培養細胞における突然変異の研究

平井 盲樹 (放射線医学総合研)

霊長規の細胞レベルでの各種表現型や突然変異を研究

するためには,細胞を常に良好な培養条件下で維持して

いくことがまず好一に必要である｡染色体研究の場合,

末梢血を用いると採血後数日のうちに調べなければなら

ないのに対し,線維芽細胞などの培養細胞を用いれば必

要な量の細胞を常に用意することが可能である.1969年

アメ1)カのヤーキース研究所で発見された染色体 ト7)ソ

ミ～のチソバンジーは生後17ケ月で死亡して しまった

が,その腎臓細胞は培克され凍結保存されていた｡1974

年になって,この細胞を用いてキナクリンなどの染色体

分染法による染色体同定が行なわれ,節22番染色体のト

リソミーであることが判明した｡これなどは培韮細胞を

利用したよい例であろう｡

本研究は,細胞レベルでの各種表現型や突然変異を研

究するうえで韮斑的段階となる細胞の継代維持を目的と

した｡現在以下の細胞系を培韮している｡

ヒト女性肺由来 Wト38 (染色体モード 46)

ヒトリソバ球 Bri-8 (四倍性)

カニクイザル腎細胞 (42)

ニホソザル皮TH (42)

アフリカミドリザル腎細胞 (四倍性)

マウス腎細胞 (40)

これらの細胞の一部は,よく増放している段階で凍結

保存 (-70oC)し,必要に応じて融解して培弓削こ移して

いる｡各細胞系について定期的に染色体構成を調べてい

ろはか.化学薬品を培養液に加え各種染色体異常の出現

狭皮を調べている｡次の段階として,細胞周期の比較,

非晶耐性をはじめとする突然変異株の確立,細胞雑種に

ょるマッピングなどの研究が可能となった｡

サルの覚醒水準の変動と漸増反応 (recruiting

response)の関係について

中村 圭佐 (福井大 ･教)

目 的

無麻酔,慢性条件下のサルにおいて,覚醒水準の異な

る諸状態で視床諸核を低頻度電気刺放し,皮質および視

床諸核に誘発 される反応 (いわゆるrecmitingres･

ponse,augmentingresponse)を記録し,その波形分

析から,汎性視床投射系における視床諸核の校能および

皮質諸部位との関係を検討した｡

方 法

視床核 (正中中心核mCM,外側中心核mCL,背内

側核mMD,前腹側核mVA,網様核n.Rt)には同

芯円電極を,皮質12部位 (左右の前頭前野運動,前野運

動野,感覚野,頭頂連合野)には硬膜上にネジ電極ある

いは銀球電極をそれぞれ植え込んだアカゲザル2殊を用
いた｡

記録は無麻酔で,モンキーチェア一に固定 した状態

で,主として夜間に経過する覚醒-睡眠の詔状態につき

計27回にわたり行ない,脳波計上に紙記録し,あわせて

磁気記録した｡

刺激はパルス幅0.5msecの矩形波,頻度は8Hzとし

た｡波形の分析は平均加算反応波形および個々の泣形変

動について行なった｡

結 果

平均加罪反応波形において,長潜時陰性成分を主要成

分とする漸増反応がn.CM,n.CL,n.Rt刺激につい

て認められたが,礼MD,n.VA刺激による反応淡形は

より速い陰性成分を示し,とくにn.MD刺故では顕著

であり,遅い陰性成分を伴なって松雄な淡形fJ.rl成な示し
た｡
徐波睡眠時の反応波形は畏潜時陰性成分の暮別ESの増大

を特故とし,n.MD刺激においても遅い成分が主要な

成分となった｡

刺放部位により反応波形の皮質上の分布は興なり祝舵

諸核と皮膚各部位との閑適が示唆された｡n.CMでは迎

動前野を中心に運動,感覚野に,n.CLでは前頭前野か

ら感覚野まで広汎に,礼 Rtでは運動前野で著明である

が頭頂連合野まで広汎に出現した.n.MD.n.VAでは

前頭前野において明瞭な反応が見られ,その他の部位で

はむしろ不明瞭な波形を示した｡

DRLLスケジュールを用いた霊長叛の計時
行動の研究l)

伊藤 正人 (段大 ･文)

目的 :ニホンザルの計時(temporaldiscrimination)

行動を他の種のデータと比較するた削こ,見本時間付良

港時分化強化 (differentialreinforcementoHong

latencywithasampleduration:DRLLSと略)ス

ケジユールを用いた実験場面を設定した｡

被験体:小豆島産雄のニホンザル(MacacaI.fus･

cata)2瑛 (S-1,SAO)｡
装置:左右2個の反応パネル及び中央下部にレ.く-の

付いた突放ボックス｡刺故の塁示,反応脚寺の記録等ほ

すべてPDP8/Fミニコソピュークで行なった｡

手続き:最初に中央のレバー押し反応を形成し,抗い

1) 沃野俊夫 (京大 ･霊長研)との共同研究
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